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絶滅危惧種　ミズタガラシ（アブラナ科）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編爵
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図版解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃であり、その後水田放棄したこともあり、現在生存して

絶滅危惧種　ミズタガラシ　　　　　　　　　　　　　　　　いるかどうか不明である。新津植物資料室では現在でも栽

0∂rdam加θ1yrヨ亡a　Bunge（アブラナ科）　　　　　　　　　　培保存している。

新潟県：絶滅危惧（特）類　EN

　［福島潟産（新津植物資料室栽培）］　　　　　　　　　　　　吉原正秀・西山邦夫（1966）新潟県福島潟の植物．長岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学博物館研究報告（4）：23－43．

　新潟県における分布については、池上義信先生の植物記　　　阿部利夫（1982）福島潟の自然．

メモに北蒲原郡豊浦村高田（吉原正秀氏採集）が記録され　　　笹川通博・石沢進　新潟県福島潟の植物　　福島潟環境

ている。その他、福島潟に1966年に記録があり（吉原・　　　　保全対策推進協議会

西山）、その後阿部（1982）、笹川・石沢（1989）、狩野・　　　狩野裕章・石沢　進　福島潟の植物相と植生　福島潟環境

石沢（1902）により生育が確認されている。生育地が田　　　　保全対策推進協議会
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